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～吹かそう 種子高ウインド ～
「高台にある種子高から，西之表の街全体へ，爽かな風を送ろう！」

Wind fromTANEKO!

種子高公式ブログには多くの画像や動画がアップされています。

充実した公式ブログにぜひアクセス下さい！ＱＲコード →

◇農業の門出を励ます会
2月10日（火）に，「農業の門出を

励ます会」が行われ，卒業後に農業
大学校に進学する５名の３年生へ，
多くの方からの励ましをいただきま
した。今後種子島のために貢献でき
る人材に育っていってほしいです。

〈当面の主な行事予定〉

3/21（土） スタディーサポート

3/24（火） クラスマッチ

3/25（水） 終業式

3/27（金） 離任式

4/ 6（月） 始業式

4/ 7（火） 入学式

◇『プラチナ社会』について知る講演会開催

3月12日(木)3・4限目，体育館で東京大学・東北大学・神戸大学の先生方による

講演会が行われました。これは東京大学と種子島１市２町が協力して進めている，

「プラチナ社会」（持続可能な社会システム）を創造していく取り組みの一環とし

て，今回初めて行われました。現在の日本が抱え

ている高齢化やエネルギーなどのさまざまな問題

を解決するモデル地域として，種子島が注目され

ています。そして全世界に情報発信していくとい

う構想が挙げられています。講演会では，これか

ら種子島で行われようとしている試みやその意義

について，わかりやすく説明して下さいました。

これから数年にわたり，東京大学

をはじめとして様々な研究者との意

見交換や研究等が予定されていきま

す。種子島高しかない取組です。

◇第７回卒業式～ 若き力に感謝！羽ばたけ未来へ ～
３月２日（月），第７回卒業式が挙行されま

した。政元智校長は式辞の中で，『天台宗の僧

侶 酒井雄哉の千日回峰行について触れ，「断

食，断水，不眠，不臥」に絶えて修行を行い，

行が半ばで挫折するときは自ら命を絶つという

厳しさがある。そのために一日が一生であり，

真剣に生きていくことが大切である。志をもっ

て生きて欲しい。」という言葉と，「自分を磨き，周囲と協力する姿勢を持って

先行きが不安な世の中を生きてゆこう。」と述べました。また高石ＰＴＡ会長か

らは「種高で学んだことに誇りを持って，感謝の気持ちを忘れずに全力で頑張

って下さい。」という温かい励ましの言葉をいただきました。在校生送辞では，

２年普通科二宮妃緒さんが卒業生に感謝の意を述べ，卒業生代表答辞は３年普

通科河口ひかりさんがお世話になったすべての人への感謝の意を伝え，「後輩に

向けてこれからは皆さんが種子島高校の伝統を引継ぎ，発展させていく番で

す。地域に愛される学校を築き上げていって下さい。」と言葉を贈りました。

卒業生退場時には，涙を流す卒業生もおり，感動の卒業式となりました。その後は各学級でＬＨＲが実施され，

最後の別れを惜しむ姿が見られました。会場は本校の生物生産科で丹精込めて育てられた美しい花々に彩られ，

また吹奏楽部の演奏により，心温まる雰囲気の中で入場から卒業証書授与，退場まで執り行われました。いよ

いよ新しい生活に向かってスタートします。卒業生の皆さんのご活躍を心よりお祈り申し上げます。

◇充実した校内弁論大会

2月5日(木)
に校内弁論
大会が行わ
れ，各クラ
スから選出
された８名
の弁士が，
それぞれの考えや主張を発表しまし
た。審査の結果，普通科１年柳田麻己
子さん『今しかできないこと』，普通
科２年古市優華さん『努力の先に』が
優秀賞に，そして普通科１年鮫島僚太
君『１枚のチョコレート』が最優秀賞
に輝きました。

◇種子島の将来について語る会
2月13日(金)午後，中種子町中央

公民館で『中学生・高校生と種子
島の将来について語る会』が行わ
れ，本校からは生徒会4名と放送部
員2名が参加しました。種子島の現
状や今後予想される問題，新しい
取組みの
必要性な
どについ
て活発な
意見が出
されまし
た。


